
コンフィギュレーションファイルの操作

この章の内容は、次のとおりです。

• コンフィギュレーションファイルの概要, 1 ページ

• コンフィギュレーションファイルのライセンス要件, 2 ページ

• コンフィギュレーションファイルの管理, 2 ページ

• デバイスコンフィギュレーションの確認, 16 ページ

• コンフィギュレーションファイルを使用した作業例, 16 ページ

• コンフィギュレーションファイルに関する追加情報, 17 ページ

コンフィギュレーションファイルの概要
コンフィギュレーションファイルには、Cisco NX-OSデバイスの設定に使用する Cisco NX-OSソ
フトウェアのコマンドが含まれます。コマンドは、システムを起動したとき（スタートアップコ

ンフィギュレーションファイルから）、またはコンフィギュレーションモードでCLIにコマンド
を入力したときに、Cisco NX-OSソフトウェアによって解析（変換および実行）されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、copy running-config
startup-configコマンドを使用してスタートアップコンフィギュレーションに実行コンフィギュ
レーションファイルを保存するか、ファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーショ

ンへコンフィギュレーションファイルをコピーします。

コンフィギュレーションファイルのタイプ

CiscoNX-OSソフトウェアには、実行コンフィギュレーションとスタートアップコンフィギュレー
ションという 2つのタイプのコンフィギュレーションファイルがあります。デバイスは、デバイ
スの起動中にスタートアップコンフィギュレーション（startup-config）を使用してソフトウェア
機能を設定します。実行コンフィギュレーション（running-config）には、スタートアップコン
フィギュレーションファイルに加えた現在の変更が含まれています。 2つのコンフィギュレー
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ションファイルは別々の設定できます。デバイス設定を、永続的にではなく短期間だけ変更した

い場合があります。この場合は、グローバルコンフィギュレーションモードのコマンドを使用

して実行コンフィギュレーションを変更しますが、それらの変更をスタートアップコンフィギュ

レーションには保存しません。

実行コンフィギュレーションを変更するには、configure terminalコマンドを使用してグローバル
コンフィギュレーションモードを開始します。CiscoNX-OSコンフィギュレーションモードの使
用時には、通常コマンドはすぐに実行され、入力直後またはコンフィギュレーションモードを終

了した時点で実行コンフィギュレーションファイルに保存されます。

スタートアップコンフィギュレーションファイルを変更するには、実行コンフィギュレーション

ファイルをスタートアップコンフィギュレーションに保存するか、またはコンフィギュレーショ

ンファイルをファイルサーバからスタートアップコンフィギュレーションにダウンロードしま

す。

関連トピック

実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーションへの保存, （3ペー
ジ）

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダウンロード, （6ペー
ジ）

コンフィギュレーションファイルのライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

コンフィギュレーションファイルにはライセン

スは不要です。ライセンスパッケージに含ま

れていない機能はすべてCiscoNX-OSシステム
イメージにバンドルされており、追加費用は一

切発生しません。CiscoNX-OSのライセンス方
式の詳細については、『Cisco NX-OS Licensing
Guide』『Cisco NX-OS Licensing Guide』を参照
してください。

Cisco NX-OS

コンフィギュレーションファイルの管理
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理方法について説明します。

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 6.x
2 OL-27927-01-J  

コンフィギュレーションファイルの操作

コンフィギュレーションファイルのライセンス要件



実行コンフィギュレーションのスタートアップコンフィギュレーショ

ンへの保存

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションに保存して、デバイスを

次にリロードするときのために変更を保存することができます。

手順の概要

1. （任意） show running-config
2. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 1   

実行コンフィギュレーションを、スタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 2   

リモートサーバへのコンフィギュレーションファイルのコピー

内部メモリに保存されているコンフィギュレーションファイルを、バックアップとして、または

他の Cisco NX-OSデバイスの設定に使用するためにリモートサーバにコピーできます。

手順の概要

1. copy running-config scheme://server/[url /]filename
2. copy startup-config scheme://server/[url /]filename
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルをリモートサーバにコピー

します。

copy running-config scheme://server/[url
/]filename

例：
switch# copy running-config
tftp://10.10.1.1/sw1-run-config.bak

ステップ 1   

scheme引数として、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:を指定できま
す。 server引数は、リモートサーバのアドレスまたは名前であ
り、url引数はリモートサーバにあるソースファイルへのパスで
す。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小文字を区別し
て入力します。

スタートアップコンフィギュレーションファイルをリモートサー

バにコピーします。

copy startup-config scheme://server/[url
/]filename

例：
switch# copy startup-config
tftp://10.10.1.1/sw1-start-config.bak

ステップ 2   

scheme引数として、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:を指定できま
す。 server引数は、リモートサーバのアドレスまたは名前であ
り、url引数はリモートサーバにあるソースファイルへのパスで
す。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小文字を区別し
て入力します。

次に、FTPを使用して bootflashファイルをコピーする例を示します。
switch# copy ftp: bootflash:
Enter source filename: n5000-uk9-kickstart.5.0.2.N2.1.bin
Warning: There is already a file existing with this name. Do you want to
overwrite (y/n)?[n] y
Enter vrf (If no input, current vrf 'default' is considered): management
Enter hostname for the ftp server: 172.1.1.10
Enter username: xxx
Password:
***** Transfer of file Completed Successfully *****
Note: Boot variable kickstart is set to
bootflash:/n5000-uk9-kickstart.5.0.2.N2.1.bin

次に、FTPを使用して bootflashファイルをコピーする例を示します。
switch# copy ftp: bootflash:
Enter source filename: n6000-uk9-kickstart.5.0.2.N2.1.bin
Warning: There is already a file existing with this name. Do you want to
overwrite (y/n)?[n] y
Enter vrf (If no input, current vrf 'default' is considered): management
Enter hostname for the ftp server: 172.1.1.10
Enter username: xxx
Password:
***** Transfer of file Completed Successfully *****
Note: Boot variable kickstart is set to
bootflash:/n6000-uk9-kickstart.5.0.2.N2.1.bin
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リモートサーバからの実行コンフィギュレーションのダウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレーショ
ンファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。リモートサーバからデバイスの
実行コンフィギュレーションにファイルをダウンロードするには、TFTP、FTP、セキュアコピー
（SCP）、またはセキュアシェル FTP（SFTP）を使用します。

はじめる前に

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクトリに

あることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、誰

でも読み取り可能に設定されている必要があります。

Cisco NX-OSデバイスからリモートサーバへのルートが設定されていることを確認します。サブ
ネット間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合

は、CiscoNX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク上にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバへの接続を確認します。

手順の概要

1. copy scheme://server/[url/]filename running-config
2. （任意） show running-config
3. （任意） copy running-config startup-config
4. （任意） show startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

リモートサーバから実行コンフィギュレーションファイル

をダウンロードします。

copy scheme://server/[url/]filename
running-config

例：
switch# copy
tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

ステップ 1   

scheme引数として、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:を指定で
きます。 server引数は、リモートサーバのアドレスまたは
名前であり、url引数はリモートサーバにあるソースファイ
ルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小文字を区
別して入力します。

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 3   

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを表示します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 4   

関連トピック

ファイルのコピー

リモートサーバからのスタートアップコンフィギュレーションのダ

ウンロード

別の Cisco NX-OSデバイスで作成し、リモートサーバにアップロードしたコンフィギュレーショ
ンファイルを使用して、CiscoNX-OSデバイスを設定できます。リモートサーバからデバイスの
スタートアップコンフィギュレーションにファイルをダウンロードするには、TFTP、FTP、セ
キュアコピー（SCP）、またはセキュアシェル FTP（SFTP）を使用します。

この手順を実行すると、Cisco NX-OSデバイス上のすべてのトラフィックが中断されます。注意

はじめる前に

コンソールポートでセッションにログインします。

ダウンロードするコンフィギュレーションファイルが、リモートサーバの正しいディレクトリに

あることを確認します。

ファイルに対する許可が正しく設定されていることを確認します。ファイルのアクセス権は、誰

でも読み取り可能に設定されている必要があります。

Cisco NX-OSデバイスからリモートサーバへのルートが設定されていることを確認します。サブ
ネット間でトラフィックをルーティングするルータまたはデフォルトゲートウェイがない場合

は、CiscoNX-OSデバイスとリモートサーバは同一のサブネットワーク上にある必要があります。

pingまたは ping6コマンドを使用して、リモートサーバへの接続を確認します。
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手順の概要

1. write erase
2. reload
3. copy scheme://server/[url /]filename running-config
4. copy running-config startup-config
5. （任意） show startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションファイルを削除

します。

write erase

例：
switch# write erase

ステップ 1   

Cisco NX-OSデバイスをリロードします。reload

例：
switch# reload
This command will reboot the system.

ステップ 2   

セットアップユーティリティはデバイスの設定

に使用しないでください。

（注）

(y/n)? [n] y
...
Enter the password for "admin":
<password>
Confirm the password for "admin":
<password>
...
Would you like to enter the basic
configuration
dialog (yes/no): n
switch#

リモートサーバから実行コンフィギュレーションファイ

ルをダウンロードします。

copy scheme://server/[url /]filename
running-config

例：
switch# copy tftp://10.10.1.1/my-config
running-config

ステップ 3   

scheme引数として、tftp:、ftp:、scp:、または sftp:を指
定できます。 server引数は、リモートサーバのアドレス
または名前であり、url引数はリモートサーバにあるソー
スファイルへのパスです。

server、url、および filenameの各引数は、大文字小文字を
区別して入力します。

実行コンフィギュレーションファイルをスタートアップ

コンフィギュレーションファイルとして保存します。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 5   

関連トピック

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスへのコンフィギュレーションファイ

ルのコピー

コンフィギュレーションファイルをバックアップとして、または後で使用するために、外部フ

ラッシュメモリデバイスにコピーできます。

はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順の概要

1. （任意） dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy running-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename
3. copy startup-config {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表示

します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]ステップ 1   

実行コンフィギュレーションを外部フラッシュメモリ

デバイスにコピーします。 filename引数は、大文字と
小文字が区別されます。

copy running-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

例：
switch# copy running-config
slot0:dsn-running-config.cfg

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションを外部フラッ

シュメモリデバイスにコピーします。 filename引数
は、大文字と小文字が区別されます。

copy startup-config {slot0: | usb1: |
usb2:}[directory/]filename

例：
switch# copy startup-config
slot0:dsn-startup-config.cfg

ステップ 3   

関連トピック

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスからの実行コンフィギュレーション

のコピー

別のCiscoNX-OSデバイス上で作成され、外部フラッシュメモリデバイスに保存されたコンフィ
ギュレーションファイルをコピーすることによって Cisco NX-OSデバイスを設定できます。

はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順の概要

1. （任意） dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename running-config
3. （任意） show running-config
4. （任意） copy running-config startup-config
5. （任意） show startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表示

します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]

例：
switch# dir slot0:

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

外部フラッシュメモリデバイスから実行コンフィ

ギュレーションをコピーします。 filename引数は、
大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]filename
running-config

例：
switch# copy slot0:dsn-config.cfg
running-config

ステップ 2   

（任意）

実行コンフィギュレーションを表示します。

show running-config

例：
switch# show running-config

ステップ 3   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 4   

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 5   

関連トピック

ファイルのコピー

外部フラッシュメモリデバイスからのスタートアップコンフィギュ

レーションのコピー

外部フラッシュメモリデバイスに保存された新しいスタートアップコンフィギュレーションファ

イルをダウンロードすることによって、Cisco NX-OSデバイス上でスタートアップコンフィギュ
レーションを回復できます。

はじめる前に

アクティブなスーパーバイザモジュールに外部フラッシュメモリデバイスを挿入します。

手順の概要

1. （任意） dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]
2. copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename startup-config
3. （任意） show startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

外部フラッシュメモリデバイス上のファイルを表示

します。

dir {slot0: | usb1: | usb2:}[directory/]ステップ 1   

外部フラッシュメモリデバイスからスタートアップ

コンフィギュレーションをコピーします。 filename引
数は、大文字と小文字が区別されます。

copy {slot0: | usb1: | usb2:}[directory /]filename
startup-config

例：
switch# copy slot0:dsn-config.cfg
startup-config

ステップ 2   

（任意）

スタートアップコンフィギュレーションを表示しま

す。

show startup-config

例：
switch# show startup-config

ステップ 3   

関連トピック

ファイルのコピー

内部ファイルシステムへのコンフィギュレーションファイルのコピー

コンフィギュレーションファイルをバックアップとして、または後で使用するために、内部メモ

リにコピーできます。

手順の概要

1. copy running-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename
2. copy startup-config [filesystem:][directory/] | [directory/]filename

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルを内部メモリに

コピーします。

copy running-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

例：
switch# copy running-config
bootflash:sw1-run-config.bak

ステップ 1   

filesystem、directory、および filename引数は、大文字と
小文字が区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

スタートアップコンフィギュレーションファイルを内

部メモリにコピーします。

copy startup-config [filesystem:][directory/] |
[directory/]filename

例：
switch# copy startup-config
bootflash:sw1-start-config.bak

ステップ 2   

filesystem、directory、および filename引数は、大文字と
小文字が区別されます。

関連トピック

ファイルのコピー

以前のコンフィギュレーションへのロールバック

メモリの破損などの問題によって、バックアップされているバージョンからコンフィギュレーショ

ンを回復する必要が生じる場合があります。

copy running-config startup-configコマンドを入力するたびに、バイナリファイルが作成され、
ASCIIファイルが更新されます。有効なバイナリコンフィギュレーションファイルを使用す
ると、ブート全体の時間が大幅に短縮されます。バイナリファイルはアップロードできませ

んが、その内容を使用して既存のスタートアップコンフィギュレーションを上書きできます。

write eraseコマンドを実行すると、バイナリファイルが消去されます。

（注）

手順の概要

1. write erase
2. reload
3. copy configuration_file running-configuration
4. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

スイッチの現在のコンフィギュレーションを消去します。write erase

例：
switch# write erase

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

デバイスを再起動します。デバイスが起動して実行できる

ように、キックスタートおよびシステムイメージファイ

ルを入力するように求められます。

reload

例：
switch# reload

ステップ 2   

以前に保存したコンフィギュレーションファイルを実行コ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy configuration_file
running-configuration

例：
switch# copy
bootflash:start-config.bak
running-configuration

ステップ 3   

ファイル名の引数の configuration_fileで大文字と
小文字が区別されます。

（注）

実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィ

ギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

存在しないモジュールのコンフィギュレーションの削除

シャーシから I/Oモジュールを取り外すときには、そのモジュールの設定を実行コンフィギュレー
ションから削除することもできます。

削除できるのは、シャーシの空きスロットの設定だけです。（注）

はじめる前に

シャーシから I/Oモジュールを取り外します。

手順の概要

1. （任意） show hardware
2. purge module slot running-config
3. （任意） copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

デバイスに取り付けられているハードウェアを表示

します。

show hardware

例：
switch# show hardware

ステップ 1   

検出できないモジュールの設定を実行コンフィギュ

レーションから削除します。

purge module slot running-config

例：
switch# purge module 3 running-config

ステップ 2   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 3   

コンフィギュレーションの削除

デバイスのコンフィギュレーションを削除して、工場出荷時のデフォルト状態に戻すことができ

ます。

デバイスの永続的メモリに保存されている次のコンフィギュレーションファイルを削除できま

す。

•スタートアップ

•ブート

•デバッグ

write eraseコマンドを使用すると、次のものを除くすべてのスタートアップコンフィギュレー
ションが削除されます。

（注）

•ブート変数定義

•次のような mgmt0インターフェイスの IPv4設定

◦アドレス

◦サブネットマスク

mgmt0インターフェイスのブート変数定義と IPv4コンフィギュレーションを削除するには、
write erase bootコマンドを使用します。

   Cisco Nexus 6000 シリーズ NX-OS 基本コンフィギュレーションガイドリリース 6.x
14 OL-27927-01-J  

コンフィギュレーションファイルの操作

コンフィギュレーションの削除



手順の概要

1. write erase [boot | debug]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

永続的メモリから設定を削除します。デフォルトのアクションで

は、スタートアップコンフィギュレーションが削除されます。

write erase [boot | debug]

例：

switch# write erase

ステッ

プ 1   

bootオプションを使用すると、mgmt0インターフェイスのブート変
数定義と IPv4コンフィギュレーションが削除されます。

Warning: This command will erase the

debugオプションを使用すると、デバッグコンフィギュレーション
が削除されます。

startup-configuration.
Do you wish to proceed anyway? (y/n)
[n] y

実行コンフィギュレーションファイルはこのコマンドの

影響を受けません。

（注）

非アクティブなコンフィギュレーションのクリア

非アクティブな QoSまたは ACL、あるいはその両方の設定をクリアできます。

手順の概要

1. （任意） show running-config type inactive-if-config
2. clear inactive-config policy
3. （任意） show inactive-if-config log

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

（任意）

非アクティブな ACLまたは QoSの設定をすべて表示し
ます。

show running-config type inactive-if-config

例：
# show running-config ipqos
inactive-if-config

ステップ 1   

type引数の値は aclmgrおよび ipqosです。

• aclmgr：aclmgrの非アクティブな設定をすべて表示
します。

• ipqos：qosmgrの非アクティブな設定をすべて表示
します。
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目的コマンドまたはアクション

非アクティブな設定をクリアします。clear inactive-config policy

例：
# clear inactive-config qos
clear qos inactive config

ステップ 2   

policy引数の値は qosおよび aclです。

次に、値について説明します。

Inactive if config for QoS manager is saved • qos：非アクティブな QoS設定をクリアします。at/bootflash/qos_inactive_if_config.cfg
for vdc default & for other than default

• acl：非アクティブな ACL設定をクリアします。vdc:
/bootflash/vdc_x/qos_inactive_if_config.cfg

• acl qos：非アクティブなACL設定および非アクティ
ブな QoS設定をクリアします。

(where x is vdc number)
you can see the log file @ show
inactive-if-config log

（任意）

非アクティブな設定をクリアするために使用されたコマ

ンドを表示します。

show inactive-if-config log

例：
# show inactive-if-config log

ステップ 3   

デバイスコンフィギュレーションの確認
POAPを使用してデバイスのブートストラップ後の設定を確認するには、次のコマンドのいずれ
かを使用します。

目的コマンド

実行コンフィギュレーションを表示します。show running-config

スタートアップコンフィギュレーションを表示

します。

show startup-config

これらのコマンドの出力フィールドの詳細については、ご使用のデバイスの『CiscoNexusCommand
Reference』を参照してください。

コンフィギュレーションファイルを使用した作業例
ここでは、コンフィギュレーションファイルを操作する例について説明します。
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コンフィギュレーションファイルのコピー

次に、bootflashファイルシステムに実行コンフィギュレーションをコピーする例を示します。
switch# copy bootflash:running-config bootflash:my-config

コンフィギュレーションファイルのバックアップ

次に、bootflash:ファイルシステムにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップす
る方法を示します（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config bootflash:my-config

次に、TFTPサーバにスタートアップコンフィギュレーションをバックアップする方法を示しま
す（ASCIIファイル）。
switch# copy startup-config tftp://172.16.10.100/my-config

次に、bootflash:ファイルシステムに実行コンフィギュレーションをバックアップする方法を示し
ます（ASCIIファイル）。
switch# copy running-config bootflash:my-config

以前のコンフィギュレーションへのロールバック

設定を以前に保存された設定のスナップショットコピーにロールバックするには、次の手順を実

行してください。

1 write eraseコマンドを使用して現在の実行イメージをクリアします。

2 reloadコマンドを使用してデバイスを再起動します。

3 copy configuration_file running-configurationコマンドで、以前保存したコンフィギュレーショ
ンファイルを実行コンフィギュレーションにコピーします。

4 copy running-config startup-configコマンドを使用して、実行コンフィギュレーションをスター
トアップコンフィギュレーションにコピーします。

コンフィギュレーションファイルに関する追加情報
ここでは、コンフィギュレーションファイルの管理に関するその他の情報について説明します。
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コンフィギュレーションファイルの関連資料

参照先関連項目

『Cisco NX-OS Licensing Guide』ライセンス

『Cisco Nexus 5000 Series NX-OS Command
Reference』『Cisco Nexus 6000 Series Command
Reference』

コマンドリファレンス
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